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今月のおも怠記事

駅前向転阜県単場完成…－…・－包）

あなたの国民健康保険

よくご存知ですか・・・・・・U)

軟の全l五l交通安令i主動…・…・（4)
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尼
崎
市
か
ら
灯
名
来
町

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
み
や
げ
の
受
換

~ 温

尼崎市スポーツ少年団員は， 8月24日から28日まで

朝日町に滞在し，朝日町のスポーツ少年団と試合や野

外活動を通じ， 友情を深めました。

（） 内は 総人口 男
対前月比 18,945（一17) 8.956(- 4) 

世得数
5.067(-6) 

死亡
15 

出生
12 

転出

58 
転入女

9,989(-13) 
町のよ うす
9月1日現在
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安
達
さ
ん
は
、
昨
年
ロ
月
に
米
島
仲
間

泊
駅
前

自
転
車
駐
車
場
完
成

ふぬ：＿，

『

報 一一一一一一… あ

6
月
か
ら
駅
前
に
建
設
中
の
自
転
単

駐
単
湯
が
・
』
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た

ω

こ
の
自
転
車
駁
市
中
場
は
、
鉄
粧
品
川
品
2

階
建
、
自
転
車
（
原
付
自
転
車
）
捌
台

を
収
容
で
き
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、

他
人
の
凍
策
叫
に
な
ら
な
い

4
7に
・注
意

事
項
多
寺
っ
て
く
だ
－
さ
い
。

ま
た
、
環
崎
明
美
化
の
た
め
に
も
駅
前

広
嶋
に
は
自
転
車
会
設
置
し
な
い
占
ヲ

に
わ
お
願
い
し
ま
す
。

…広

紺
綬
褒
章
授
与

山

国：.r
安
達
作
松
氏

柿
伐
の
朝
日
中
学
校
の
備
品
抽
購
入
費
と
し

て
2
百
万
円
券
－
寄
付
さ
れ
ま
し
れ
’
z

紺
経
費
章
は
公
益
の
た
め
に
多
額
の

私
財
を
寄
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
授
与

さ
れ
た
も
の
で
、
町
長
よ
り
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
寄
付
金
で
中
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
賜
入
す
る
こ
と
に

し
て
い
$
手
。

第3岡ふるさと講演会開かれる
ふ
る
さ
と
は

逮
き
に
あ
り
て

思
う
も
の

朝
日
町
で
は
、
昭
初
M
年
度
か
ら
、

町
出
身
脅
で
県
外
に
お
い
て
抗
出
さ
れ

て
い
る
方
で
、
旧
盆
に
必
参
リ
の
た
め

帰
郷
さ
れ
る
方
々
に
わ
ね
願
い
し
て
、
ふ

る
さ
と
に
閲
す
る
講
演
会
を
開
似
し
て

い
ま
す
が
、
こ
と
し
は
第
3
回
日
を
迎

え
、
去
る
8
月
日
目
、
悩
社
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
当
町
大
屋
出
身
、
現
抗
的

岡
県
労
働
部
氏
の
晶
衣
服
に
作
る
機
沢

一

之
氏
を
迎
え
、
ふ
る
さ
と
議
泌
会
を
行

い
ま
し
た
，

金
を
は
じ
め
、
ど
の
制
度
で
も
、
在
船

年
金

（共
済
組
合
は
退
職
年
金
）
を
ヲ

け
る
に
は
、
初
年
ま
た
は
お
年
の
期
聞

が
必
要
で
す
。

し
か
し
、

一
生
の
問
に
は
、
職
業
が

変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、

一
つ
め
年
金
制

度
ど
け
で
、
老
齢
年
金
が
う
け
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
．
こ
の
よ
7
な
と

き
、
そ
の
修
リ
変
わ
勺
た
制
度
を
プ
ラ

ス
し
て
初
年
、
お
年
に
な
れ
ば

「泊
符

F
巌
年
金
」
が
フ
け
・
』
リ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
年
余
を
も
7
一
度
チ
エ

ザ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

氏
の
練
演
は
、
ふ
る
さ
と
の
思
い
出

話
に
併
せ
て
行
政
衡
か
ら
見
た
静
岡
県

と
富
山
県
及
び
鯵
岡
県
内
に
伐
る
朝
日

町
と
同
規
模
の
町
村
と
の
比
較
や
、

朝

日
町
の
特
色
と
そ
の
生
か
し
万
な
ど
、

有
意
義
な
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

年
金
だ
よ
り

年
金
制
度
は

通
算
さ
れ
ま
す

わ
が
凶
の
ま
ι制
度
で
は
、
同
氏
年

後復

富山県国民年金’E員箇目民会連合会

3泊4日空と船の旅

堂タ．；
回5弘姐
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(2) 

国
民
年
金
9
月
の
支
払
額

9
月
に
支
払
わ
れ
る
凶
民
年
金
は
、

い
つ
も
の
制
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す

保
険
料
を
納
め
て
う
け
る
主
齢
年
金

や
蹄
持
年
金
、
砂
子
年
余
な
ど
が
、

7

川
か
・
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
“
ニ
の
た
め
．

6
1
0
0
川
分
が
文
払
わ
れ
る
9
川
朋
は、

7
灯
、
。
。
け
分
は

m制
と
な
っ
て
い
ま

す
匂

申込期限

日程表

日目 ！

日目｜

3日目 ！
I =Ii宿温泉fi(J¥ f昔宿 ・指宿観光ホテル：rn白水Ii
I 17: {)() 

-~ft t_r;ピ－一一一ーと二二三？二一 崎 ・一 ” の豊一 鹿児島ト 釦ト ・ I 

朝日町からのお知らせ

ii:: .＇~.観光；·，；w1·:-.·ti刈へif(

・，＇＇・~ IJ＇、・tirdi'iをよリ・阜iしいものにするため．え(i見知り の人と.・t計に旅を

しf」L・と…との，：1かあり. (UJllB!fl ~l l~ ＇f全会HI品決公て· 1.t. お 2 111 1 /1\~LIの

1 1 月 10 日｛火｝を （•Ji ll 田l で 4~Illする ニとに決定 しました.lllJIOllに参加lIii消さ

れる Ji1HJJ11町役均lhll¥':年後係 （'tli'...li沼 田l100内線29）へ.1i:1iJj.氏れ年L’ll.
・必，，f；／書サを添えて 9月308まで111；主人 Fきい．

~ .. J ；，その他の11 ： ~11 を t;匂｛きれる Jj(i , I・..iじ．

4島’11；主ノ，トさ、．．



ひ…一一一一利 I3り …・…－習汽； ~:i月汁 El~i~... … さ報...・ e・－…ー…あ……・・広

あなたの

国民健康保険

ご存知ですかよく

み
ん
な
健
康
で
幸
福
な
家
庭
を
願
っ

て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
健
康
で
あ
っ
て
も
、

病
気
や
ケ
ガ
は
あ
る
日
突
然
に
、
私
た

ち
ゅ
占
禁
つ
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
そ

ん
な
と
き
、
お
金
が
な
く
て
お
医
者
さ

ん
に
か
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
ら
大
変
で
す
。

そ
こ
で
国
民
は
だ
れ
で
も
、
ど
こ
か

の
健
康
保
険
に
は
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
「
国
民
皆
保
険
」
と
い
い

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
（国
保
）は
、
勤
め
先

の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
方
や
自
営
業
な
ど
の
方
が
加
入
す

る
保
険
で
す
。

国
保
は
た
す
け
合
い
の
保
険

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
、
あ

な
た
が
支
払
う
の
は
費
用
の
3
割
だ
け

で
、
残
り
の
7
割
は
国
民
健
康
保
険

（国
保
）か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
費
用
は
み
ん
な
が
い
さ
と
い
う

時
に
備
え
て
出
し
合
っ
た
お
金
（
国
保

税
）
と
、
国
の
補
助
金
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。

国
保
は
、
み
ん
な
で
た
す
け
合
っ
て

あ
な
た
の
健
康
を
守
る
保
険
な
の
で
す
。

加
入
届
の
遅
れ
は
あ
な
た
自
身
の
鍋

失
で
す
。

加
入
届
の
提
出
争
、
怠
る
と
あ
な
た
向

身
が
困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
病
気
に

な
っ
て
も
保
険
は
効
き
ま
せ
ん
の
で
、

時
に
は
何
十
万
円
も
の
医
療
費
多
』
す
べ

て
自
分
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
国
保
税
は
加
入
居
を
出

し
て
い
な
か
っ
た
期
聞
の
分
に
つ
い
て

も
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
世
帯
主
の
方
は
、

自
分
の
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
資
格
に
異
動

の
あ
っ
た
と
き
、
他
の
区
市
町
村
へ
転

出
し
た
と
き
、
転
入
し
た
と
き
、
子
供

が
生
ま
れ
た
と
き
、
家
族
の
方
が
死
亡

し
た
と
き
な
ど
は
、

H
日
以
内
に
届
け

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
保
税
の
算
定
方
法

昭和56年度

（総所得一基礎径除額（22万円））×

7.5% 
固定資産税額×48%
国保加入者数× 12”000円
l世俗あたり 14.000円
低所得也帝については所得区分に

応 じて別途軽減治置が講じられて

います。

(1)+(2)+ (3)+(4) （但し銭高限度額

(j26万円）

所得割

割

割

割

減

産

等

等

資

均

平

副社

王手 税額

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(1) 
あ
怠
疋
の
医
療
費
は

ど
れ
位
か
ご
存
知
で
す
か

医
療
費
は
激
治
し
て
い
ま
す

医
療
費
は
利
用
率
の
明
加
や
医
学
医

術
の
進
歩
、
新
し
い
高
度
の
医
療
機
器

の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
年
々

mえ
て
き

て
い
ま
ナ
。

昭
和
M
年
で
は
国
民
一
人
平
均
1
年

間
で
約
9
万
4
千
円
、
老
人
で
は
約
お

万
円
の
医
療
費
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
凶
年
前
に
比
べ
て
日
倍
に
も
な

り
ま
す
。
そ
し
て
今
後
も
医
療
費
は
同
唱

え
つ
づ
け
、
昭
和
田
年
度
に
は
国
民
全

体
で
却
兆
円
を
却
足
、
え
る
だ
ろ
、
フ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

凶
保
財
政
は
あ
な
た
の
家
計
と
同
じ

で
す
ω

病
人
が
柄
、
ぇ
、
医
療
費
が
多
く

な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
（阿
保

校
）
を
み
ん
な
で
出
し
合
わ
な
け
れ
ば

な
リ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
H
頃
か
ら
健

康
に
註
意
し
て
い
ま
す
か
の

あ
な
た
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が

あ
な
た
の
家
計
を
助
け
る

4
？
に
、
あ

な
た
の
健
康
へ
の
校
窓
や
悶
保
へ
の

m

Mmが
、
凶
保
の
財
政
を
助
け
る
の
で
す
。

法 i税？
人 ｛韓 ｛

税町 ｛二 ：
率民；てそ；
が税 ；た；
改の；ょ ；
正 iり；

し二、J

昭
和
回
年
8
月
1
日

（必
業
終
了
年

度
が
8
月
l
日
以
降
）
よ
り
法
人
税
制

の
税
不
が
川
’聞か
ら
川
一剛
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
詳
し
く
は
役
場
校
務
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の
税
金

国
民
健
康
保
険
税
（
2
期
分
）

青
少
年
育
成
の

標
語
募
集

品川
少
年
山
口
成
朝
日
町
民
会
議
で
は、

行
少
年
の
健
全
行
成
を
凶
る
・
』
と
を
け

的
と
し
て
、
三
川
少
年
打
成
し
の
燃
沼
山
本
』

拡
集
し
ま
す
“

応
募
規
定

。

作

品

主。
応

募

先

。
締
め
切
り

O
発

表

。

賞

品
格

↑
人
5
題
以
内

未
発
表
の
も
の

町
内
の
訂
な
ら
ど
な
た

で
も
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
の

ん
日
製
ハ
ガ
キ
を
使
用
し
、

住
所
・
氏
名

・
職
業

・

年
併
を
記
入
す
る
。

制
H
町
出
保
仰
の
5

制

u町
教
支
店
川
会
内

青
少
年
育
成
朝
日
町
民

会
議
事
務
局
へ
。

同
月
別
日
消
印
街
効

「あ
さ
ひ
」
広
報
紙
上

保
周
作
品
に
は
記
念
品ー圃園田E・E ・－圃－＂＇！

(3) 

qJvnu寸
内
ベ
ぜ
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9
月
幻
自
制

1
9
月
初
日
蜘

こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交
通
安

全
思
想
、
交
通
道
徳
を
普
及
徹
底
し
、

正
し
い
交
通
ル
｜
ル
と
マ
ナ
ー
の
笑
践

を
習
慣
づ
け
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
交
通

事
故
の
防
止
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

広

運
動
の
重
点

－
芳
行
持
、
特
に

f
供

E
E，
、
約
交
通

事
飲
防
止

2
自
転
車
安
全
利
用
の
促
進

3
無
謀
逆
転
と
暴
走
族
の
追
級

4
シ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

特
別
デ

l
の
設
定

O
交
通
安
会
呼
び
か
け
の

B
9
月
幻
自

9
月
お
B

0 0 
子自
供転
と・車
老安
人全
径二グ〉

全日
の
日9

月
幻
自

心
身
障
害
者

雇
用
促
進
月
間

9
月
1
日
i
羽
田

すげ
。て今

層年
は

グ〉「

1足国

警産
取苦－
1）者
〈年
ん 」、
で悶

~ ~ 

魚
市
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

9
H

l
日
か
ら
初
日
ま
で
の

1
ヵ
月
間
を
、

心
身
障
害
者
庭
用
促
進
月
間
と
定
め
、

米
紙
職
者
の
は
催
、
職
業
の
あ
っ
旋
、

集
団
耐
按
の
災
総
等
に
械
極
的
に
と
り

く
ん
で
い
ま
す
ら
皆
保
万
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
心
身
障
害
者
を
雇
用
さ
れ
る

ぶ
業
主
に
対
し
て
は
助
成
金
制
度
が
、

ま
た
、
心
必
融
持
者
の
方
に
は
妓
能
訓

懲

一寸
を
無
料
で
受
減
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
問
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

魚
津
公
共
職
業
ル
芦
必
仙
川

魚
津
山
本
町
1
1
4
l
u

宮

（
0
7
6
5）

M
1
0
3
6
5

制
日
分
・記

下
新
川
郡
朝
日
町
泊
仰

宮

（
0
7
6
5
8）

2
1
0
1
9
8

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
ろ
う
あ
者
緊
急
カ
l
ド
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

助けて
ください

間
切
介
位
、
前
度
の
聴
力
障
存
者
及
び
一一パ

語
障
ん
抗
日
お
の
打
は

「手
話
」
で
日
常
会

話
ふ
』
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ほ
と
ん

ど
の
健
聴
者
は
・
』
の
手
話
を
知
り
ま
せ

ん
＠
こ
の
よ
う
な
ニ
省
の
聞
で
は
、
伝

達
が
・
ヲ
ま
く
い
か
ず
、
特
に
緊
急
の
時

な
ど
は
市
総
が
し
に
く
い
も
の
で
す
ゅ

そ
こ
で
、
朝
日
町
で
は
、
ろ
・
つ
あ
い
れ

の
々
々
を
付
象
に

「う
ヲ
あ
い
れ
獄
怠
カ

ー
ド
」
を
川
立
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ー

ド
は
安
心
叫
に
相
子
に
提
・
が
し
て
立
み

を
伝
え
る
も
の
で
、
臥
舶
な
時
に
必
要
で

あ
ろ
・7
と
思
わ
れ
る
邑
楽
や

u常
よ

く
使
う
一
日
業
を
、
比
や
す
く
脊
い
た
も

の
で
す
。

こ
の
カ

l
ド
は
日
枚
ひ
と
組
に
な
っ

て
お
り
、
住
尽
福
祉
課
で
登
録
さ
れ
て
い

る
う
つ
あ
者
の
方
々
に
は
す
で
に
配
布

し
て
あ
リ
ま
す
が
、
希
望
さ
れ
る
方
は

朝
日
町
役
場
、
住
民
編
祉
課
宮
3
1
1

1
0
0
（内
線
認
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。愛

犬
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

日航近、

h
k
が

mえ
て
き
て
い
る
．
反
刷
、

政
し
制
い
、
野
犬
も
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
次
の
ニ
と
や
九
わ
す
っ
て
れ
人
を
．
止
し

く
飼
い
ま
し
ょ
う
・4

ま
た
、

二

M
け
の

チ
削
除
射
が
叩
月
に
あ
リ
ま
す
の
で
必

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

① 

内
此
U
帥
（ト
昨
年

一
一川
）

佐
川
別

（似
年
針
作
秋
一一
川一
｝

m核地
札、

佐
射
的
決
は
片
円
給
に
つ
け
ま

ー

ν
ょ・
7
，

③
人
に
沫
惑
を
か
け
な
い
よ
・ヲ
に
つ
な

い
で
飼
い
ま
し
ょ
・

1

内

3
8斗
凋
U
寸

＠
公
園
や
道
路
を
汚
さ
な
い
ト
キ
フ
に
し

ま
し
ょ
う
。

向
官
思
瓦
録
済
マ
ー
ク
ぬ
ほ
、
自
に
つ
き
ゃ

す
い
所
に
は
り
、
訪
問
者
に
し
ら
せ

ま
し
ょ
う
。

⑥
い
ら
な
く
な
っ
た
人
は
保
健
所
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

＠
十
八
小
屋
は
い
つ
も
き
れ
い
に
、

は
適
度
な
運
動
支

(4) 

犬

狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

｛ぷ
に
尚
北
持
主
λ

け
て
い
な
い
方
は
U
取

得
り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
）

m
H
9臼
（金
）

9
・
ぬ
1
叩
・

ω
岐

公

民

館

前

n
U

ハU
1
3
2

1

A

U

－－
I
K日
吋

3二
J
t
t
L川
ahu
－

－

今

d

l

ハv

’・e仙mulド￥
F

・HHh
・n

日
・
却
i
は

・

ω
山
・
農
紘
一川
主
一
竹
川

ωη
ロ
日
｛H
け
）

9
・

m
i
m
－
泊
中
腹
陶
保
主
所
前

日
・
加

i
u
・
初
出
ヤ
農
五
術
作
一支
所

ω川
口
日
（しさ

9
・
初
i
H
・
∞

小
農
山
崎
主
所
前

ロ
・
却

1
M
・
初

ト八
家
陀
農
協
的

m月
比
日
｛水
）

9
・

ω
l凶
・

ω
・刷
工
会
川
削

山
川
目
白
｛H
け
）

2

0

3

0

．
、
「
．L

、：コ
hHhリ

ー
。
1

l

o

－－
ノ

j
J
i
h
L骨
”

注

意

事

項

え
人
L
’Pに
γ
ん
－
A噌

T

、，d
、
胸
、
，
h

’t』

－
J

’、ea－
－
融
会
g
a
r

－－4

1
a
，
、
，
、
川
ド

f
l

、

！

日日い

n
T
t
A！

t
A

A
V
H
V
H
U
川
ド

民
射
一
川
県
交
付
千
数
料
3
0
0
川

二
‘
卜
八
を
保
・
返
す
る
た
め
、
れ
人
に
な
れ

た
人
が
迫
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
，
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。
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員

マ

一
般
事
務

一
名
ね
皮

マ
保

健

婦

一
名
れ
度

マ
削

除

時

一
名
川
村
段

。
受
験
資
格

マ

一
般
事
務

k
級

（昭
和
お
年
4
M
2
Hか
ら

昭
和
お
年
4
月

l
uま
で
に
生
ま

れ
た
者
で
、
乍
校
教
行
法
に
よ
る

大
学
卒
業
の
学
僚
を
む
ず
る
男

f
。

昭
和
幻
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
打

も
含
む
。）

初
級

（昭
和
初
年
4
月
2
H
か
ら

昭
和
ぬ
年
4
月
l
Bま
で
に
牛
ま

れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
卒
業
の
学
歴
会
肴
す
る

男
子。

昭
和
町
年
3
月－
M
T
業
見
込

み
の
者
も
含
む
。）

マ
保
健
婦

（昭
和
お
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

お
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
保
健
婦
の
免
許
を
現
に
有

し
て
い
る
者
、
ま
た
は
昭
和
引
年

般
事
務． 
保
健
婦． 
保
母

朝
日
町
職
員
採
用
試
験
案
内

朝
日
町
に
お
い
て
が
務
的
業
務
に
従

七
す
る
職
、
保
健
婦
業
務
に
従
下
す
る

職
以
び
保
育
所
に
お
い
て
礼
児
又
は
幼

児
の
保
育
に
従
れ
す
る
純
へ
の
抹
問
試

験
を
行
い
ま
す
。

さ報一………あ一広

5
川
ま
で
に
当
該
資
格
取
得
比
込

み
の
脅
。）

マ

保

母
（
昭
和
犯
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

幻
年
4
月
1
9日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
保
母
資
格
を
現
に
有
し
て

い
る
台
、
ま
た
は
昭
和
幻
年
3
け

ま
で
に
当
該
炎
給
取
得
見
込
み
の

者
。）

O
鼠
験
の
日
時
・
喝
所

マ
第
一
次
試
験

昭
和
回
年
刊
月
お
日
（
日
）

富
山
市
立
芝
間
中
学
校

マ
第
二
次
試
験

第
一
次
試
験
合
格
通
知
に
併

せ
て
通
知
し
ま
す
。

。
受
験
申
込
手
続

申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入

し
、
崎
隆
書
を
添
、
え
て
朝
日
町
役

場
へ
提
出
の
、
｝
と
可

申
込
用
紙
は
、
朝
日
町
役
場
総
務

課
に
お
い
て
交
付
し
ま
す
。

。
受
付
期
間

昭
和
同
年
9
月
お
日
（
金
）
か
ら

昭
和
同
年
叩
月
5
日
（
月
）
ま
で

O
そ
の
他

問
い
合
わ
せ
先
又
は
採
用
試
験
公

告
（
案
内
）
は
、
朝
日
町
役
場
総
務

課

（
E
3
1
1
1
0
0
）
へ
。

全
国
一
斉

登
記
等
無
料
相
談

山
川
川
山
川
町
．
司
法
来
日上
会
で
は
、
枝
記
制

度
の
放
H
M
ほ
と
佐
代
へ
の
本
社
の

一
時
と

し
て
、
次
の
と
お
り
立
記
等
の
予
統
・

司
法
書
上
業
務
全
般
に
う
い
て
相
設
に

応
じ
ま
す
の
で
、
れ
軒
に
ご
米
場
く
だ

さ
い
。

；；パ
Ill... 

日

時ω月
1
日
制

午
前
山
時
i
午
後
3
時

会

場朝
日
町
悩
社
セ
ン
タ
ー
会
議
定

主

催
高
山
県
司
法
番
上
会

無
料
法
律
相
談
所

高
山
地
方
裁
判
所
で
は
、
無
料
法
律

相
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

（
相
談
は

一
切
無
料

で
絡
密
を
厳
守
し
ま
す
。）

日

時

叩
月
6
日
（火
）

午
前
叩
時
1
午
後
4
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

富
山
地
方
裁
判
所

富
山
地
方
検
整
庁

富
山
地
方
法
務
局

富
山
県
弁
議
士
会

A

家主共

催催場

危
険
物
取
扱
者
試
験

附
和
白
年
度
の
第
2
凶
危
険
物
取
扱

朽
ぷ
験
が
次
の
要
制
で
実
地
さ
れ
る
予

定
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
ω

マ
試
験
の
実
施
種
別

O
巾
科
危
険
物
取
級
者
試
験

。
乙
M

m

H

マ
試
験
の
実
施
日

O
附
和
民
年
日
一
川
中
旬
の
子
－
返

マ
試
験
実
施
場
所

O
高
山
市
五
似

・
富
山
大
学

マ
受
験
願
書
の
受
付

昭
和
同
年

ω月
l
H
か
ら
9
日
ま
で

の
予
定
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
消
防
署
（
電
話

3

H
0
0
0
9
）
へ
問
い
合
せ
下
さ
い
。

富
山
県
警
察
官
募
集

マ
受
験
資
格

繁
官
恋
B
B

昭
和
泊
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
お

年
4
月
1
日
ま
で
生
ま
れ
た
断
力
チ

（
高
等
学
校
本
業
桜
度
の
学
力
を

有
す
る
朽）

婦
人
警
官

昭
和
白
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
四

年
4
月
1
日
ま
で
生
ま
れ
た
女
子

マ
受
付
期
間

9
月
l
B
ω
1
初
日
附

マ
鼠
験日

月
お
日
制

富
山
市
立
芝
圏
中
学
校

マ
問
い
合
せ
先

人
善
野
山
市
vh
（
君
。

7
6
51
η

1
1
1
1
0
）
ま
た
は
、
刺
H
派

山
一
叶

｛
E
3
1
0
4
3
0
）
へ

郵
便
局
だ
よ
り

老
後
の
生
活
プ
ラ
ン
に

「
新
郵
便
年
金
」

9
月
1
日
か
ら
郵
政
符
の
新
し
い
鄭

似
年
金
が
全
凶
の
郵
便

M
で
発
売
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
、
年
金
に
加
入

し
た
人
が
掛
金
を
払
い
込
み
、
将
来
年

金
を
受
け
取
る
た
め
の
共
同
財
産
を
つ

く
り
ま
す
e

郵
政
省
が
そ
れ
を
制
か
り

義
制
運
用
し
て

mや
し
ま
す
れ
そ
の
刷

や
し
た
原
資
を
も
と
に
加
入
者
が

一
定

の
年
併
に
達
し
ま
す
と
年
金
の
玄
払
い

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
将
米
の
充
実
し

た
U
々
の
た
め
に
平
目
に
自
分
で
つ
く

る
年
金
に
着
手
し
ま
し
ょ
・
三

詳
し
い
こ
と
は
郵
便
局
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

県
民
手
帳
予
約
受
付
中

昭
和
町
年
版

「富
山
県
民
手
帳
」
の

予
約
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
朝
日
町
役
場
総
務
課
企
画

調
整
係
（
宮
3
1
1
1
0
0内
線
側
）

申
込
締
切
日

9
月
お
日

配
付
予
定
は
月
上
旬

(5) 
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A
 

．．．．．．．．．． 
‘
 ．．．．．．．．． 
‘
 ．．．
．
．
 

‘
 ．．．
 A
，
 ．．
． 

J
 

…一
郎
t
つ一広
り兄

一

南
保
河
原
の
…

一
一
剃

知

二

／

υ
ぷ
i
z
－－ロ

一

‘
？
P

｝

：

一

二

句
一間

T
r
k
r
d
E
一

ご
西

1

1

4

0
桜

町

l

…

…

県
道
制
日

i来
月
鰍
の
路
町
の
人
と
リ
は
じ
め
た
。
日
も
な
く
が
一角
の

…

h
u十
江
子
の
た
ん
ぱ
の
小
に
通
林
「
山
間
保
力
上
は
い
つ
ま
で
た
勺
て
も
勝
れ
は
つ

一

…
河
原
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
，

か
ず
、
と
？
と
す
2
人
と
も
取
リ
組
ん

…

一

そ
こ
に
樹
船
4
．h
年
・
余
り
の
同
問
が
だ
ま
ま
れ
む
を
引
き
と
り
u升

γ

大
し
て
し
ま

一

一

u
uと
り
じ
の
2
K干
の
本
が
ぶ
っ
て
い

っ
た
ら

一

一司
令
。

い
ず
れ
も

ωじ
め
尚
さ
あ
る
削
内
地
厄
の
人
々
は
、

2
人
の
力
ト
し
の
ぐ
胤
を

一

一
松
で
日
本

一
の
し
人
き
さ
だ
と
い
う
二
良
な
ぐ
さ
め
る
た
め
、
そ
こ
に
2
t干
の
引
…
松

一

一
林
省
調
代
以
談
）

ふ
品
、
え
た
の
が
A
Y
U
の
大
き
さ
に
な
っ

一

…

比口、

・札

μ
に川
1

変
と
い
う
相
関
と
り
て
い
る
と
い
・
7
3

明
治
則
に
ふ
叩
一
回
に
あ

一

一
と
大
阪
に
肌
み
と
い
う
相げ、
と
リ
が
い
た
る
8
川
l

H
に
花
刺
股
が
縦
ト人
に
行

一

一
て
、
い
ず
れ
も
力
自
慢
の
お
で
お
た
が
わ
れ
た
リ
、
附
仰
に
は
内
年
川
の
相
段

一

一
い
に
力
を
た
め
そ
う
と
江
戸
と
浪
花
を
大
会
が
行
わ
れ
た
リ
し
て
2
人
の
力
上

一

一
出
立
し
た
U
2
人
は
制
H
町
の
小
川
の
を
し
の
ん
だ
こ
と
も
あ
う
た
勺

一

戸
波
し
州
場
で
バ
ア
タ
リ
と
出
合
い
相
肢
を

γ
鼠

ざ

梅
崎
M
・・圃阻

…

e

〉

，内4
2

耐・・・・R
U
R
－r

・昌司自園田、圃・・・・・・・圃・・・・・・・・・・圃・

一

松

岡
‘．

4
a
a団
E

’’E・
同
日
圃
・
・
・
・
圃
・
一

一

の

訓

一
角

4
4‘ド
k

言明

J
E
E－
－

一

一

天

守

併
E
Y－恥
島
開
邑

E
B・
E
・
－
－
圃
園
田
一

司

界

－
，

t
M
阻
向
島
臨
．
，
A
引
回
・
凶
・
・
・
咽
自
国

司

t

は

？
ぷ
恥
ピ
舟
k
r闘
跡
事
岨
聞
耳
W
C
幽
・
眉
－
a

開園・・・聞・
4

一

真

d
d
a凶
闘
訓
F
S司
掴

r咽
内

EWι
圃
・
・
・
・
園

一

写

・ャ
話
国
盟
副
面
白

E
M－－
E
B圃
園
田
園
圃
固

一

一

〈

－
J
ZJ
圃
園
通
司

a圃
圃
明
白

e
a
4圃
・
圃
園

に司
・．守
、
．ι‘』
竜司。
J
Z

4
4
a
u

－－E
咽

E
E

－－－－・

0

…

も
い
パ
γ

凧
ふ
組
閣
圏

…

…

F
V

9

h

f

！
一
霊
前
舵
剖
園
調
M

4

報…ー …・・ あ…広

朝
日
間
農
業
機
械
上
金

（会
長
総
削

栄
）
で
は
、
よ
る

8
H
m
H
（日
）
判

u町
中
央
農
協
・
大
山
無
比
農
協
の
山
会

場
に
お
い
て
、
コ
ン
バ
イ
ン
ト
け
…
険
必
例

会
を
附
似
し
ま
し
た
，
こ
れ
は
、
町
の

農
業
機
械
効
本
刷
川
安
全
付
出
悦
た
の

一
関
と
し
て
与
と
秋
に
附
仰
臥
さ
れ
て
れ

り
、
が
は
ト
ラ
ク
タ
ー
、
秋
は
コ
ン
パ

イ
シ
が
対
象
と
な
勺
て
お
り
ま
す
，

山

XU
H

刷
会
場
で
は
、
紙
～
制
余
む
れ
の
参

加
い
れ
が
必
師
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
い

り
、
あ
ち
こ
ち
で
鋭
い
れ
聞
が
と
ぶ
な

ど
；
秋
勾
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
l
H

で
し
た
電

秋
の
農
作
業
安
全
逓
動

8
月
加
日
l
m月
刊
日

農
家
の
皆
さ
ん
、
い
よ
い
よ
秋
の
農

作
業
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

収
般
の
が
び
の
反
刷
、
い
た
ま
し
い

農
作
業
事
般
も
絶
、
え
ま
せ
ん
。

H

慣
れ
て
い
る
々
と
い

っ
た
討
持
を
今

一
度
引
き
締
め
て
、
次
の
こ
と
に
制
心

の
抗
立
を
し
、
農
作
業
を
い
た
し
ま
し

b
a
？「
J

’ー，，.吋..， τ~·す・
.，・・・・＂＇..，、．の・‘.，τ ‘， .........、の..舗．．．．．
－・＂• t't'”.,, a除・，で・・，．。

思｛・｝ー・‘・にi車寧

農
業
あ
っ
ち
こ
っ
ち
⑥

(6) 

夏
バ
テ
の
解
消
に

牛
肉
は
い
か
が

町
に
は
約
却
．
ド
の
U
町
産
農
家
が
あ
リ

ま
す
が
、
そ
こ
で
生
派
さ
れ
る
午
礼
や

豚
肉
、
抱
卵
、
午
内
な
ど
が
い
ず
れ
も

輸
入
品
の

m加
な
ど
で
生
産
過
剰
A
味

と
な
り
、
そ
れ
が
生
産
悩
怖
に
路
料
し

科
常
は
円
し
く
な
勺
て
い
ま
す
り

そ
の
た
め
、
農
家
に
お
い
て
も
市
政

物
の
泊
代
の
拡
大
に
、
あ
れ
ニ
れ
チ
エ

を
し
ば
っ
て
い
ろ
ん
な
余
州
を
行
っ
て

い
ま
す
が
．
肉
仲
1
ル
仁
旅
農
家
に
お
い
て

は
、
県
人
上
体
の
が
業
と
し
て
似
週
火
山
附

H
は
食
肉
が
業
加
山
食
肉
店
で
、

士山町

日
は
八
コ
｜
ブ
山
で
そ
れ
ぞ
れ
T
内
科

似
H
を
設
け
、
約
日
%
の
帥
引
版
光
を

’
れ
リ
て
お
り
ま
す

長
か

っ
た
今
年
の
い
弘

1
1、
胤
ら
れ

ぬ
伎
が
い
机
き
、
山
H
M
m
む
も
相
当
休
h
りを

出
H

刊
の
こ
と
と
お
山
内
小
し
い
た
し
ま
す
”

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
今
年

ト
ホ
ト
問
の
川
h
り
あ
る
必
し
が
む
つ
か
し

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
寸
。

そ
こ
で
川
力
の
抑

・
午
内
を
た

，
・J

リ
付
し
卜
が
ら
れ
て
は
い
か
が
な
も
の

で
し
ょ
・
7
か

－
こ
の
川
下
、
モ
1
9りや、

ん
か
ら
の
お
刷
い

）
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町
土
美
化
運
動

啓
も
う
作
ロ
∞

t 
沿
小
学
佼

6 

年

池
原

伸
広

川
と
海
を
き
れ
い
に

報...........ー－あ一広

ご案内
政相談

第 l、3火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

川上高ー（官 3-0050) 

相談ごと

ム行

日時

場 所

相級員

気
持
で
泳
げ
な
い
し
、
小
山
を
凡
て
も
何

か
す
っ
き
リ
し
な
い
し
、
泌
中
に
も
、

泌
よ
リ
も
以
山
ご
み
が
品
川
て
て
あ
る
の

で
く
さ
い
U
K
い
が
し
ま
す
。
そ
の
ご
み

は
ぼ
く
た
ち
が
桁
て
た
の
だ
か
ら
反
省

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
ご
み

を
鈴
て
た
せ
い
で
．
払
川
…
が
．先
ん
ど
り
、

住
め
な
く
な
勺
た
の
は
そ
の
せ
い
だ
と

思
い
ま
す
，

ぱ
く
が
、
も
し
似
…だ

～
た
ら
人
間
を

う
ら
む
と
思
う
だ
か
ら
魚
に
も
？
』
つ

ま
れ
な
い
よ
う
に
、
川
や
川
怖
を
き
れ
い

に
す
る
が
が
大
切
で
す
ω

出
仰
に
ゴ
ミ
を
位
げ
る
と出
聞
の
木
が
よ

ご
れ
て
し
ま
い
．
ぼ
く
た
ち
が
泳
い
で

い
て
水
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
ら
と
忠
勺

た
だ
け
で
も
ゾ
｜
ツ
と
し
ま
す
。

ば
く
は
、
今
ま
で
山
陽
や
川
の
が
な
ど

気
に
も
し
な
か
っ
た
が
、
こ
札
か
ら
は

在
意
す
る

4
7に
し
主
っ
と
思
ヲ
。

海
に
泊
が
流
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
ぼ

く
た
ち
が
し
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
ι出…

が
そ
の
た
め
に
少
し
ず
つ
死
ん
で
い
く
．

A人慣法律・登記相談
日 時・ 9月16日制

午後 1時～午後4時

朝日町福祉センタ一

人4危機嫌委員

ヒ回憲二（宮 2-0127) 

在四祐芳（ft2 -2164) 

ぷ野三郎（宮 2-1034) 

魚津法務局職員

ム心配ごと相談

時毎週火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター
（宮 3-0576) 

場 所

相談員

県へいハ／へi品川、
移民 6:::::.〆ム ピ

動大斗哩長名－ れた5ft五
巡 学 壁胃袋弓~ ~~ 1・ パれ
盟 三円三殉－ ~日 －） ~ ~ 
孟軍 一＝＝」~~以. I l’ をて 水 で

雇 ＿－－：：二二三 1 ~ i: 't, ~ 
川 ”ど

講会日

師場時

川
H
n
M
H
｛土）
午
後
2
時

制
日
町
一
悩
祉
セ
ン
タ
ー

京
都
女
子
大
教
授

村

井

康

彦

主

所

ム交通事故巡回相談
①日時第 1. 3月曜日

午前10時～午後3時

黒部市中央公民館

~l ・ 3 水曜 日

午前10時～午後 3時

以魚湾総合庁舎内

魚海地方県民相談室

日

場

.tj所

②日時

場所

a
mw
潟、お
Ag

お
〈
ぬ
V

ゐ

（附
制
何
年
un
川
同
日
成
－K刊

必 ti：辻桜州＇ ＂＇＂や： ＇＂・1:・; ・::o; 
ノ抗 償 .t}l

坂口崎町町町町町尾 崎山~i

ぼ
く
は
今
ま
で
川
に
物
を
投
げ
た
が

が
あ
る
・
ば
く
み
た
い
な
人
が
い
る
の

で
川
が
よ
ご
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
川
を
き
れ
い
に
す
る
に
は

ま
ず
自
分
が
川
に
物
を
投
げ
な
い
ヰ
つ

に
す
る
が
と
、
人
が
投
げ
ト
キ
ヲ
と
す
る

と
注
怠
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
一陽
に
は
、
ブ
ミ
や
食
べ
物

の
カ
ラ
な
ど
が
浮
い
て
い
る
の
で
き
た

な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
ぱ
く
が
給
て

た
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
時
が
あ
り

ま
す
。

泌
が
よ
ご
れ
た
ら
、
泳
ぐ
の
も
い
い

h総深安衛渠水 l者魚品 U 竹広
川崎達部田品 1¥i供給岩 谷川

均

・
一久
叫
町
長

倫
．

K
川内

川
大

比
一
以
k
k
H紘

係

k
k
・』・すえ

英
明
長
別
手
間

昭
男
長
男
武
．
4

昭
正
長
女
忠
美

理

二
男
裕
介

正
利

二
男

良

次

義
信

二
男

辰

徳

拳
三
長
男
降
志

孝

一
長
男
岳
洋

一

お
し
あ
わ
せ
に

崎
明

中
三
浦
町

凶水

中仏

硲

お
く
や
み

卜.I：併 t.!i;j'i'I; 大

1•11 !;'l 

町町自IJ II ,,-: 

不大山山 .~； f伝 子総

動 家 崎 崎 柳 J~I
堂 J七新 "1r川町 . J'聞l

｜メ：II

じ清 1+J.，，大 ・1:・;j仕均i大小封。i水水 HI水

予
・ 7千林、1-= i:.・, 

1
4
・一郎

刊

－

の

ぶ

－
別
）

光
ト
へ
｛
同
｝

十

じ

ト
比
（
別

〕

山
吋

f
－
犯
｝

ツ

タ

｛
苅
）

ふ

ん

（

ω
d

み

し
F

打
〕

－
a

．、a
nT

t

・hU

松
（
η
－

ね
｛
円
｝

久
（
印
｝

や
（刊
）

f（

ω）
 

と
（剖
）

l
 

・t．
 
、l
 

j:j: ，，’ lj!f' i犠 Jll）克山.：t村

訟手 つ 1J"み J主さ

朝
日
町
著
書
思
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
方
々

か
ら
普
意
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
荒

川

大

和
と
し
技
さ
ん
よ
り
パ
ス

タ
オ
ル
・
ふ
と
ん
カ
バ
ー
な
ど
犯
点

マ
月
山
永
井
猪
さ
ん
よ
り
ト
ロ
フ

ィ一

世
容
を
朝
日
町
児
童
ク
ラ
ブ
連
合

会
へ
指
定
寄
付

マ
荒

川

込

島
商
店
さ
ん
よ
り
ゅ
鮭
民

鈎
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
よ
る
収
峰
金
同
万

阿
策
川

他－

m
J

’’
 

と
く
名
き
ん
よ
り
石
け
ん
は
ω
倒

(7) 
q
y斗
F
D
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一
み
ん
一
白
織
の

一

一

e

ι

一

一
ス
ポ
ー
ツ
一

傘
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン

県
大
会

参
加
募
集

同
市
・
城
端
町
が
主
催
す
る
ト
リ
ム
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
、
問
月
叩
日

（土）

械

端
町
役
場
を
起
点
と
し
て
聞
か
れ
ま
す
。

参
加
申
込
み
及
び
実
地
方
法
は
左
記
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

－

日

時

叩
月
刊
目
、
小
雨
決
行

・
集
合
場
所

城
端
町
役
場
前

－
ス
タ
ー
ト

m
K走
の
部
川
一
∞

5
K走
の
部
川
一
一
山

3
K走
の
部
川
一
日

・
参
加
資
絡

はM
オ
以
上
健
康
な
人
な

ら
維
で
も
誌
で
き
ま

す
。
米
成
年
者
に
つ
い

て
は
保
議
者
の
了
解
が

必
要
で
す
。

官
製
は
が
き
に
縄
目

（
の
部
）
・
氏
名
・
年

令
・
性
別
等
記
入
の
ヲ

‘
え
織
端
町
教
育
委
員
会

ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
係
あ

て
申
込
む
こ
と
。

さ報……………あ一広

－由
申
込
み

ス
ポ
ー
ツ
行
・
成
繍

朝
日
町
中
央
農
協

二
度
目
の
栄
冠

第
日
囲
下
新
川
郡
三
町
々
長
杯
軟
式

野
球
大
会
は
、

7
月
四
目
、
初
日
、

8

月
3
自
の
三
日
間
に
わ
た
り
朝
日
町
民

総
合
グ
ラ
ン
ド
を
一去
E

場
に
郡
下
円
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。決

勝
戦
は
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
朝
日
町
中
央
農
協
が
宇
奈
月
温
泉

ク
ラ
ブ
を
l
｜

O
で
下
し
、
第
6
回
大

会
以
来
二
度
固
め
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

優
勝
し
た
朝
日
町
中
央
農
協
は

9
月
ロ
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
第
羽
田
郡

市
対
抗
野
球
大
会
に
郡
を
代
表
し
て
出

場
い
た
し
ま
す
。

マ
準
決
勝

中
央
農
協
5
1
0
新
和
工

業｛
ヰ
奈
月
弘
泉
4
1
0
ひ
と

み
ク
ラ
ブ

中
央
農
協
l
｜

O
宇
務
月

温
泉

マ
決

勝

h
v
・h
v－
A
V
－
h
v－
A
V
－
h
v－
h
v
・h
v－
h
v－
h
v
・h
v
・hv
・h
v－
h
v
・

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

貝
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
締
切

り
は
9
月
初
日

（土）

必
着
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

。
個
人
表
彰

マ
最
優
秀
選
手
賞

マ
最
優
秀
投
手
賞

マ

敢

闘

賞

中山山
川本本
正清清
広作作

（勃 隅 隅

肯
第
ロ
園
町
児
童
ク
ラ
ブ

野
球
大
会

8
月
1
・
2
日

総
合
グ
ラ
ン
ド

マ
準
決
勝

機
足
91
6
桜
町

境

幻

l
m
西
町

積
尾

9
1
8
唆

マ
決

勝－
R

第
2
岡
町
児
童
ク
ラ
ブ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

8
月
2
日

総
合
グ
ラ
ン
ド

マ
準
決
勝

西
町

8
1
7
清
水
町

筏

は

1
3
山

介

境

団

！
日

同

町

マ
決

勝－Rm岡
町
民
庭
球
大
会

8
月
2
日

笹
川
小
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

。
団
体
戦

優
勝

泊
二
日
比
A
チ
ー
ム

次
勝
泊
三
区
B
チ
l
ム

。
個
人
戦

マ
男
子
一
部

包
柏
村
功

・
神
谷
知
明
組

②
砂
図
利
明
・
吉
田
進
級

マ
男
子
二
部

①
深
松
博
幸
・
折
谷
達
志
組

②
折
谷
画
家

・
魚
津
武
義
組

－
R

第
7
回
高
桜
杯
争
奪

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

8
月
白
・
お
日

総
合
グ
ラ
ン
ド

マ
準
決
勝

細

川

9
1
1

山
崎
8

5
1
4

終

川

叩

l
3

釘

判

保

B

山
崎
A

山
崎
B

マ
決

勝

内

3
n
u寸
戸

b

マ
女
子
一
部

③
中
川
好
校

・
笹
川
則
チ
組

マ
女
子
二
部

m涯
議
広
子

・
藤
田
順
チ
組

＠
尾
山
あ
や
子

・
久
我
口
幸
子
組

(8) 

地
区
選
動
会
予
定
日

0 
上克

0 
,-.. 
局

0 
4を

O
泊
一
区

O
泊
二
区

O
泊
三
区

0
．心
筋・山

0 
昨j

O
大
・
家
山

0 
111 

崎

9
月
幻
自

（日
）

予
備
日
9
月
お
日
｛
月
｝

9
月
幻
臼

｛日
）

平
備
日
米
定

9
H
U
日

（日
）

予
備
日
未
定

川
月
4
日

（日
｝

同
大
、
泊
中
小
校

叩
月
4
日
（
日
）

雨
天
、
総
合
体
行
館

山
月
日
日
（
日
）

子
倫
日
叩
け
児
け

（日
）

川
バ
4
H
（日
）

チ
備

u
mリ
同
日

（日
）

ω月
H
H

｛

H
）

チ川
m
N
ω
川
同
日

（U
｝

川
円
叩
日

（↓し
｝

チ
仙
川
山
川
口
付

｛
u
d

mリ
U
H

（

H
）

ιJ愉

H
m川
同
日

｛
U
）

1
 
1
 

1
 

f ¥ 崎

州
富
山
県
実
業
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

9
月
初
日

M
m
w
 

v
y．

（日
）総
合
グ
ラ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
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9月の

健
康
な
心
身
と
生
き
が
い
を

ー
健
康
診
断
・
動
く
・
つ
き
合
う

l

日
本
人
の
が
命

は
、
ご
存
じ
の
よ

う
に
、
戦
後
、
急

速
に
延
び
、
い
ま

で
は
男
性
は
平
均

η
歳
、
女
性
で
は

祁
歳
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

人
生
日
年
と
討

わ
れ
た
頃
に
比
べ

て
栴
段
の
延
び
で

す
ωし

か
し
い
く

ら
長
生
き
し
て
も
足
腰
は
ヨ
ボ
ヨ
ボ
、

あ
る
い
は
寝
た
き
リ
で
は
ど
う
し
主
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
す
べ
て
の
願
い
は
、
年
を
と

っ
て
も
心
身
と
も
に
元
気
な
老
人
で
あ

り
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
が
す
こ
や
か
な
在
後
を
過
ご

す
た
め
に
は
、
経
済
的
な
保
障
、
健
康

な
心
身
、
生
き
が
い
の
3
つ
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
3
つ
多
漏
た
す
こ
と
は
、
決

し
て
や
さ
し
い
、
』
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
す
こ
や
か
な
老
後
を
迎
、
え
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
生
活
を
も
ヲ

一
度
ふ
リ

か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

す
ニ
や
か
な
生
活
の
た
め
に

年
を
と
る
に
つ
れ
て
、
心
身
の
健
康

の
問
題
、
社
会
や
家
庭
で
の
生
活
の
問

．
地
が
悩
刑
、
え
て
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
内
分
’
H
身
で
心
身
の
健

康
を
守
る
ト
キ
フ
に
努
め
る
と
と
も
に
、

周
聞
の
人
々
の
あ
た
た
か
い
配
慮
が
大

切
と
な
っ
て
き
ま
す
。

川
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、

定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
る
と

と
も
に
、
病
気
に
か
か
勺
た
と
き

は
年
目
に
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
・
ヲ
。

ω
か
ら
だ
の
働
き
を
・
袋
、
え
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
軽
く
か
ら
だ
を
動
か

し
ま
I
レ
ょ
、
ヲ
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
や
鋭

則
正
し
い
生
活
割
引
慣
を
守
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
、
っ
。

ω
社
会
い
い
接
す
る
ト骨
ヴ
努
め
る
と

と
も
に
、
経
味
な
ど
心
身
の
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
方
法
を
み
つ
け
ま

l
v
ょ、つ。

い
つ
ま
で
も
す
こ
や
か
な
生
活
を
お

健康づくりは3拍子

く
る
た
め
に
は
、
山
ら
の
努
力
や
杭
立

だ
け
て
な
く
、
同
附
の
人
々
の
杭
立
と
、

m
M
mも
必
要
で
す
り

こ
の

2
つ
が
中
の
山
総
と
な
ゥ
て、

初
め
て
す
・
｝
や
か
な

ι後
を
送
れ
る
よ

う
に
な
る
で
し
ょ
う
ω

家
族
み
ん
な
の
思
い
や
り
を

主
人
の
十
刀
の
健
康
状
態
は
、
加
齢
と

と
も
に
ど
う
し
て
も
低
下
気
味
に
な
う

て
き
ま
す
。

知
ら
ず
知
ら
ず
の
7
ち
に
梢
討
に
な

っ
て
い
た
と
か
、
自
覚
佐
状
が
感
じ
ら

れ
な
い
う
ち
に
病
気
が
扱
く
な
っ
た
リ

し
ま
す
の
で
、
間
凶
の
方
は
、

H
々
E

人
の
方
を
見
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
も
病
気
の
け
十

則
発
見
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ど
う
し
て
も
体
の
動
き
が
ゆ

っ
く
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
争
放
を
起

こ
し
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
は
、
照
明
や
足
も
と
、

家
具
や
器
具
は
安
全
な
場
所
に
置
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
‘
フ
。

～栄養・運動・休養の

バランスのとれだ

日常生活を～

(9) 
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10月の事業案内lみんなの保健ト
備考

「妊娠中の栄養」
母子手帳持参

母子手帳持参

対 象 地 区士義A 
:.;.; 

区地全保健センター

検査料 1,500円

’1 
II 

母子手帳持参

日笠止一笠
午後
i:oo～ 3:00 

午前
9:00～10:00 

午前
10:00～l 1:00 
午後
1:00～ 2:00 

午後
1:30～ 2:30 

側
同者象対業ae 

2~ ⑨ 婦妊母親学級

II 

II 

病 院
形 外 科

j向
笠

22@ 56年 7JI生
3ヵ月児健診

股関節脱臼
検査

1.6ヵ月児
健 診3.児 健診

母

子

保
55年

4 ・5川生 13 R 
健

JI II 15 @ 53年 5Fl ~F. 

区I也保南南保公民館午前

9:00～io:oo 

5⑪ 
検査料 1,000円名－望希間集団検診

大家庄地区大家庄農協13 R 

午前

9:30～11:00 

＠
一＠

ゥ’
n
U

成

人

病

予

防 区t也全保健センター

内グ〉竹竹の内公民館

宮

町南保．
旭ケ丘

小夜池．
山崎新

細野，坊．山王

境， 宮崎．笹川
泊，五箇庄．南保

五筒庄．南保
山崎．大家庄
嶋．宮崎．笹川
泊． 五筒庄．南保

五箇庄．南保
山崎．大家庄

也

房花
小.ti：池公民館

午前
9:30～1 i:oo 
午後
i:oo～ 3:00 

午後
1:30～ 3:30 

午後
1:30～ 3:30 

午前
"""' 9:30～1 i:oo 25 11)! 
＂－＂＇午後

l冷O～ 3:00

希望者

（鍋人）
健康体繰教室

更．民 館

常崎生活
改善センター

町南保公民館

公結4 R 

婦巡回栄養指導

食

生

人活
18 R 

改

• 
細野公民 館

保健セ ンターヒ．マ小児
21 @ 通知のある人予

防

接

種

農業センター午後
生ワク投与

母子手帳持参
保健センター1:30～ 3:00 百日咳・ジフ

テリ ア ・破傷
風混合接種

28@ 通知！のある 人
農業センター

定期日以外でも保健

婦，栄養王が駐在し

ている時は．相談を

受けます。

午後

1:00～ 3:00 

＠
一＠
一
＠

。L
－ε
U
A
U

M：締 ・礼幼児母子健康相談定
期
健
康
相
麟

区地全保健センター一般健康相談
寺号望希

栄養相談

10月の休日救急診療当番医

－
震
の
蹴
血
・

(10) 

協
力
者
名

－

7
月
実
施
分
｜

7 ( 26) 

境
地
区

高
島
祐

一、

水
島
礼
美
子
、
野
闘
い
づ
み

宮
崎
地
区

本
品
久
夫
、
扇
谷
智
美
、
水
品
光
久
、
水
品
藤
本
、

前

川

功

笹
川
地
区

竹
内
繁
存
、
勝
悶
夕
美
、
竹
内
義
明

泊
』
区

湯
島
智
恵
、
竹
内
安

f
、
清
水
順

一

泊
二
区

田
淳
美
和
子
、
寺
凶
芳
男
、
出
J
H
阿
倍
久
、

下
川
和
夫
、

島
田
久
志
、
上
沢
正
範
、
魚
住
久
本、
福
岡
敏
紀
、

t
寸
崎
祐
司

泊
三
区
間
部
敏
櫨
降
、
貝
沼
守

f
、
笹
川
謙

一
、
長
谷

宏、

河
村
成
子
、
平
田
将
俊
、
品
川
町
人

五
箇
庄
地
区

何
内
相
官恵
、
広
凶
慎

一
郎、

ハチ凶由民

一
、
山

手
妙
チ
、
西
村
括
経
、
佐
渡
力
、

H
円
本
良
．キ
、
浜
川

前

南
保
地
区

川
ム
H

純
次
、
絞
服
グ
治
、
上
川
町
、

k
m晩
子
、

中
山
香
代
子

山
崎
地
区

代
中
原
山

一
、
江
端
法
人
、

越
川
侃
子
、
U
K
市
美
来

子
、
大
企
章

一
、
米
字
心
、
滋
U
訂
作
、
名
総
液
f

大
家
庄
地
区

内
い
れ
昭
康
、
新
川

謙
、
山
崎
映

f
、
小
川
字

治
沢
旧
孝
樹

（切
れ
｝

( 2 ）負傷者。者24）死5 （本年以JI-数件

2日5 1日8 ？？ 1日0 4 
日 日

〆’、 〆晶、 r、、 ，『、

白 日 日 祝 日
、””

、、J 、ーノ 、、J 、.＿／
ヤー・・・同副帽圃．

中 寺 辻 橘 t高

111 崎 4笠

毘 医 医 医 医

院 院 院 院 院

一一 －一一 一一一
宮 宮 宮 ft 宮

② ② ② ② ② 。 。七 。。
一 ｝＼ 九 一。1¥ 五 一 。

8月の町内交通事故


